
令和 3年度厚生労働省 

慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業-近畿地区- 共催セミナー 

疼痛治療 Up Date  催眠療法ってどんなんやろ？ 

痛みの催眠療法 アンケート集計結果 

 
２０２２年２月１６日（水）１７：３０～１９：００（オンライン開催） 

参加者数 計  ４０名 

 

 

 

まったくよくなかった すごくよかった 



 

 

もしよろしければどのように変わったかをお聞かせください。 

・知識がなかったので知れて良かったです。 

・怪しい印象があったが、治療的に効果があるのことが理解できた 

・催眠療法が、臨床的に実際に現場で使われていることを初めて知ったので 

・催眠療法は催眠術のようなイメージでしたが全く違う事と、睡眠とは異なる事が新鮮な知

識でした。 

・臨床で活用されていることを知らなかった。 

・重感などは学生時代に心理学で体験したことがあります（教養のときにユング・ロジャー



スまでしました） 

・カタレプシーをどう治療の中で活かすかよりイメージできた 

・「催眠鎮痛」のイメージを持っていましたが、事例などお話をお聞きして、心理社会的背

景も含めて患者さん全体を診るのだと理解しました。 

・日本で臨床や研究など団体組織があるとは知らなかった。 

 

 

 

 

本セミナーについてのご意見・ご感想をご記入ください。 

・催眠カタレプシーの仕方が分からない 

・難しい用語もありもう少し勉強する必要があると思った 

・ありがとうございました。 

・ビデオなども含め大変わかりやすく良かった 

・カタレプシーの誘導も含めてもう少しちゃんと見たかったです。音声が少し聞き取りにく

かったです。 

・初めて様々な症例で催眠療法が活用されているのを知り、興味深かった。 

・自律神経トレーニングになると思いました 

・他の国では、医師と非医師との催眠療法におけるコラボレーションはどうなっているのか

知りたい。 

・"時間が短くて残念でしたが、勉強になりました。 

・ありがとうございました。" 



・本日は、セミナーに参加させていただき、ご講演を聴かせていただきまして、ありがとう

ございました。催眠療法について初めて学ばせていただき、その効果にも驚き、興味深く、

もっと知りたいという気持ちになりました。また、催眠に対して患者さんがどう感じるか

や語りから、本人の心理社会的な背景も考えながら治療を進められているというのも、と

ても興味深かったです。ありがとうございました。 

・短時間だったが、睡眠療法など興味があり、書籍や研究文献も調べてみようと思いました。 

 

 

今後セミナーについてのご要望がありましたらご記入ください。 

・高齢化社会に伴い、介護についていろいろな視点から開催してほしい。 

・Part2 お願いします 

・医師が実際の臨床で使っている場面を見たい。 

・コロナが収束した後には、実習等のあるセミナーにも参加させていただきたいです。 

・過去の研修などのオンデマンド配信希望 

 

 


